
暑さ寒さも彼岸までと言いますが、皆様いかがお過ごしでしょうか。
8月に長崎で開催された原水爆禁止世界大会に参加したので紹介します。
また裏面には、利用者様の紹介もありますのでご覧ください。
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千寿の郷 かわら版

8/7(月)から長崎で開催された原水爆禁止世界大会へ参加させて頂きました。
核兵器のない平和な世界のために同じ情熱を持った仲間たちが各国から集まりました。
私たちの世代にとって戦争とは遠い昔に日本で起きた惨禍であり、今の日本は安全で平
和で戦争が起きる国ではないと確信していました。しかし、2022年2月24日、ロシア
はウクライナへ軍事侵攻を開始しました。加えて、日本周辺での軍事行動、日本国内で
も敵基地攻撃の可能など様々な軍備拡張の動きが見られます。そのような世界情勢に、
戦争への危機感を覚えました。
もしも日本に戦争が起きたら…あなたの命、あなたの大切な家族や友人の命が無差別に
奪われてしまうかもしれません。政治は生活、自分たちの生活を守るために、政治に関
心をもち、声をあげていかなくてはならないと思いました。
最後になりますが、千羽鶴に託された皆様の想いを代表して、原爆資料館へ奉納させて
いただきました。この度はご協力、誠にありがとうございました。

千寿の郷 2階介護職 川島れいな

原水爆禁止世界大会

季節の言標 【長月】
『十六夜に 行こか帰ろか 迷い道』『秋の海 ひねもす漕ぐ手 ゆったりと』
『神棚に 豊作祝い 新走』 『雁三羽 月に向かって 羽ばたけり』

入所利用者 青田 武志様

被爆者の田中 煕巳さん

利用者の皆さまと一緒に折った
千羽鶴を奉納しました



入所フロアで合同レクを行ないました。初めにスイカ娘
の体操！そして、大本命のスイカ割りを行ないました。気合を入れている方や応援される方
がいらっしゃいました！笑顔溢れる盆踊りも大いに賑わいましたね！演技派の男性陣を筆頭
に笑顔溢れるレクになりました。スイカも美味しく頂きました★

入所合同レクリエーション開催

昭和18年、北海道札幌市で生まれた松浦さん。
松浦さんには人生を変えた3人の女性がいらっしゃい
ます。1人目は母です。松浦さんが8歳の時に別れて以
降連絡も取れなかったそうです。高校を中退し地元で
は不良だったと。しかし21歳の時に集団就職をするた
め上京されました。
2人目はJICAの理事長だった緒方貞子さん。
株式会社RICOHの社長の専属運転手を41年間続け、
その後68歳の時、運転手仲間からの紹介と緒方貞子さ
んからの頼みで6年間、専属運転手として働いたそう
です。気さくな方で車の中で一緒に歌を歌ったのはい
い思い出だそう。緒方さんの運転手ができたことは松
浦さんの誇りだそうです。
3人目は奥様。北千住駅で土砂降りの雨に降られ、雨
宿り先に入ったお店で働いていたそう。何度も通って
いるうちに仲が良くなりお付き合いを始めたそうです
。ロマンチックな出会いですね。まだまだたくさん話
したいことがあると。またお話を聞かせて下さい！

入所 利用者紹介
松浦 稔 様（79歳）
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